
 

 

 

 

第 92回胆江地区メーデーに寄せて 

連合胆江地域協議会に結集される各単

組・支部の組合員の皆さん、日頃の取り組

みに敬意を表します。 

                  まもなく労働者の祭典メーデーを迎え

ますが、連合胆江地協としましては、地

域内での新型コロナウイルス感染症の広

がりの状況を踏まえ、２年連続で集会の

開催を見送ることとしました。特に今年 

は、感染対策を実施した上での開催を企画しておりましたので、ここにきての中

止は残念でなりません。 

この２年間であらたに就職され、組合員に仲間入りした皆さんがぜひ早くメー

デーに参加できるよう、また、新型コロナが収束するよう、責任ある社会人とし

て一人ひとりが感染対策をしっかり継続しましょう。 

コロナ禍により、多くの雇用が失われています。特にも非正規労働者など弱い

立場にしわ寄せが行っています。連合が提唱する「働くことを軸とする安心社会」

の実現には、今こそ労働者の力を結集した底上げ、底支えが必要です。メーデー

の起源を学び合う中で、労働運動の大切さを再確認しましょう。 

結びに、今年は衆議院議員選挙があります。 

市民や労働者の視点に立つ候補者の必勝を 

期し、だれ一人取り残されることのない社 

会の実現に向けて取り組もうではありませ 

んか。ともに頑張りましょう。 
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及川政典議長からの 

メーデー挨拶文です 

５月１日 ９時～１２時 連合車でメーデー

の流し街頭宣伝を行います。見かけたら反応

を返してもらうとうれしいです。 



メーデー宣言（案） 

 

 

５月１日、私たちは第92回メーデーを迎える。 

日本における初のメーデーから100年の節目であった昨年、そして今年。新型コロナウイルス

感染症の影響により、これまでのような数多くの仲間が同じ場所に結集することが叶わない状

況が続いている。 

しかし、労働の尊厳を称えるメーデーの意義は不変であり、世界の多様な働く仲間が、時間

や場所を超えて思いを結集し、声を上げていこう。 

 

東日本大震災、あの未曾有の大惨事から10年が経った。災害で無念にも尊い命を失った方々、

困難な状況の中でも懸命に前を向き、歩みを進めている方々に今一度思いを寄せたい。復興は

いまだ道半ばであるが、時間の経過とともに災害の記憶や教訓は薄れつつある。他方、自然災

害の脅威は、幾度となく私たちの暮らしを脅かし続けており、改めて10年前に起こった出来事

に向き合い、着実な復興・再生と、防災・減災の社会づくりに取り組んでいかなければならな

い。 

 

新型コロナウイルス感染症は、いまだ世界中で猛威を振るっており、多くのかけがえのない

命を奪い、私たちの生活・雇用・経済に多大な影響をもたらし続けている。日々感染の危険と

隣り合わせにいながら、私たちの命と生活を懸命に支え続けている数多くの働く仲間がいるこ

とを決して忘れず、すべての働く仲間の奮闘を称え、感謝の気持ちを表そう。 

また、コロナ禍は、社会の脆弱さとひずみを明らかにした。私たちは、企業規模間、雇用形

態間などの格差是正に向けて分配構造の転換に取り組むとともに、社会にはびこる偏見や差別、

誹謗中傷に毅然と立ち向かい、多様性を認め合う社会づくりを力強く進めて行く。この思いを

確認し、発信していこう。 

 

国際社会においては、自由で民主的な社会の侵害という、断じて許されない事態が起きてい

る。永らく民主化を支援してきたミャンマーにおける、国軍クーデターと多くの犠牲者を出し

ている市民への弾圧に対し、私たちは強く抗議する。また、新型コロナウイルス感染症のワク

チンを巡る偏狭なナショナリズムの動きを看過することはできない。人類共通の脅威に対し、

世界がひとつになって協力していくことを望む。 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を世界で推し進め、誰一人取り残されることのない社会、

地域の実現に向けて、国際労働組合総連合（ＩＴＵＣ）と連帯し、各国政府に対して国際協調

の精神にもとづく行動を求めていく。 

 

今こそ心をひとつに、分断から連帯へ。支え合い・助け合いと共生の社会の実現を。私たち

が先頭に立って働く仲間をまもり、笑顔のために感謝と思いやりの絆をつなぎ、希望あふれる

未来を切り拓いていくことを、ここに宣言する。 

2021年 5月 1日 

第 92回胆江地区メーデー 

 


